
20 .甲賀郡水口町

泉所在の古墳群

鈴鹿山系にi娠を発する野洲川 I主、土山、水口、石部、

甲西の各町を総て里子洲、中主、守山で大三角洲を形成

して琵琶湖に注ぎ、その下流域111.肥沃な穀倉地鳴?にな

っている.その姿はi[[iIのナイルと呼んでも誇張では

ない。この野洲川が作る内|浸盆地の水口前l!蛾11、お岸

.1fl !llf I孟安定した稲作.I1!i者?であり 、友館山箆部には、括

支出古漬株、岩坂古岐群、高山占墳群会ど、多くの著

名な市.t(t若手が存犯している。

f&}j、右岸の段J:i:.上に l主、上記古墳群とは会〈翼賛

な朱占J飼料切る。この世:墳li'tは、水口池上慌に i;Itる

設治i首長め代々営まれた誕iI!識であって、政治的地娘

首長系得制Fと呼び杭すことが:11料。このうち、詰

iS手議古墳は全長60m、後円古都直径50m、閉さ 5.2m、

前方部長さ20m、憾20m、おき 2.5mを狩る君11内唯一

段大の帆立貝式古績で、積丘からは葺石、地倫が発見

されている。また、東郷子塚古.1')11主、直後42m、高さ

5.5mの巨大な円杭で、阿波としては甲1!l郡最大であ

るa

これら阿古境11、現在、被水化学水口工場の敷地内

にあるが、将来にわたって保存を図るため、県教袋、

水口町教委の指潟のもとに、昭和48王手7f1大谷大学考

古学研究会の手で測111:澗殺がなされている(抑図)。

以下、これらの巨大古岐を含んだ糸古墳群の歴史的

性格に触れてみたい。

~古島111宇 l立、lJl.t也に1tまれた 1 法の前方後問績と、

丘陵上に~遣された l 必の帆立貝式市柄、さらに 1 ・1ま

の大向績と 3~・の際塚的小古墳、必よぴ丘陵下の下段

にU'・まれた 2，1去の円績からなる後期総穴式右室績の計

1.西鏡子縁 2.東緩子塚 3.塚越(儀子塚) 4、5.後期横穴式石室坂

6.滋人山吉積群(百基以上の大群集機)
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8必によ 'H舟Ili;εIIた言jtl'WIである.

この811'141号以則前Ntr.rと 4る特徴l;l、 (1) Ij大な

t1iザt3 )必 (1111Jj後IIJ1氏、帆，'1.~111\、大門的)と 2 J去の

相官穴式訂'1011のfTE十5J，~. ・4 なわち 5 [1陀代にわたる首

uれにて形成されたi1itrtllflであること、 (2) Ir.F史上に

3 J);の陪'i11't).!i tftを付制せしめていること、 (3) 帆1L

llK，内航を合むこと、 (4) mmをPJ1nを H~、 11吐ít

iニしか;1L'j:t・していない ζ と、さらに(5) 後Wl"tJj.tn(鮮

mtrt)の形成がきわめて少な〈般少単位しかIZめられ

ない ζ と、心・どが、ニの市机iltの特徴を示していると

いえよう .

この見t'\1 と N;置し l!~ る i!jtlUfとして li. 湖北の占保
.....:::fI'I 

剥l!r!ゃ l~i民 ilîhlのUi兵忌髄問、あるいは大阪府前嶋市
の弁天IlJ 明を明示し得るが.ニニて~I;t，弁天tlJ'i'!と比鮫

してみ tう.

弁天llJrljt(m とI止、 府t傑堤『リ巾市li4省f
会段11川1川|均か‘ら内側'，Iiの紫111にかけて広がるII大令官jJft.，事

7 
初 ・

西舗子2軍吉積

でJ， }-r、Ir.HUIからi量IUlまで的}j彼I1ltnが附次形成う

れ、後山111トupnl・ J~ んぞいる f. I~ し、行iと糸川 4どり|

〈後ILlI，'j川の数1J1じ般(I(J'かない l

lit叫を二Jlと比較 lて織しられるよとは、(l) (t-¥!' 

5'IH;代の うら前方!者川J(tが 1>>よしか緩iBされなかった

のか. 5'1吐代に swのiiif・}j後円rnが.あるいは 2)，去の

後JU1.li!ttは除外して L3司法のli1J万後川明が町j;J. .:形成さ

れてむよいではないかという疑1111がいだかれよう . ま

た.(2) 1毛織!の Ilj~tlが Z 必しかふらIlないことも ~'iN4

なニとである.かぜる::，. l'i'Ult¥er.rl'のf量期古I貧11、

首U;家伎の家&tt構成金物ERるものであ 叩て、 2A1iとタ

it:!. 圃，J、家校?・}2 1世代にわたる bのにしかす苫ず.

よれだけの大川時六3伐をi立'~'I・して島たI"fl(~反核にして

は小鋭悦すきるとみるhけである.たとえば、出低利

市t食鮮や長浜恒総省tJ'ter.にねいても、また't5U1の勺検

nにねいても、縦穴式イi:包を内鰯主体とする後期lit1¥
li、少4・くとも 10.1，';以J:li(f'(I:しているからである.
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30・ 東緒子塚古境

他}'j、以下において‘この米JI~ と l呼ぴうるむのとし

ては、火山1)下阪本比叡j上手jI，埼111Jにある水ノ!河内}jl

4洋を縫示することができる。

本ノ|尚.!i!目株{立、丘陵 iニの l-J.liの帆立以式区大町te

3~の陪塚的内段、 l法のwJfH金円以 (ニのi狗1了後円

!Ilに桜してもう 1J品前方後円以が干HEしたといわれる

が現先不明、ただし、 111寺-WJに21狗171愛円tれがあった

として b不都今ではない)、さらに丘陵下め!I(塚はか

問坑3~島と丘陵奥の 1 !}SIJ)，縦穴式お39ftなど総百十9議

からなり、泉の 8~占と大王室 lまない.しかも、帆立只式

古芯t1 J.~， 前方後円tj't1J時期 H長で横穴式;fj室むわず

かl;).~しかみうけられない。たTごし、水ノ l1l.i丘陵下の

米迎寺撹内に清純・仏があるため、あるいは有給をもっ

た縦穴式行釜がらう 1法あった可能性かあリ、そう'，1:

tu:r、この.I1l!の後期償火式石室境もi比(s;2 J長はあった

ことにタるう.しかし、 ]O~ぁ・るいはそれ以上の後期

古績を予怨することは金〈不可能である。

また、階-塚的古墳もtT.j内!jl・鮮とも H 長築i立しておリ、

きわめて重Ji1J:J.しているといえよう。

二れられ町名・を正しく比較するすべをもたないが、木ノ

問の丸山占治 (帆立只式)と茶白山市府(前方後円t.!t)

がず'!tJ.iけて大きいことは石取されよう。ち会みにこ

の帆立民主主rlJ績は現在符内ITにて天平?天皇后|竣として

隙悠に比定されているが、もちろんこれは史'来ではな

も、。

では、この氷の市tm~について、いかなる廃史的野

怖を下していけばよいのであろうか。

幸いみ:ノ 1雨の占的鮮については.?5予の見imしを得てお
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リ.その成果を比絞しfゆる可能性会他いている.この

ため， A;/岡，Ijtlt鮮の理解のー摘を示して1;こう.

本ノl岡市.It¥tf:はさきに述べた釦<， eflllt:O:党古均II
必と. 一時期 1(2)J~の前方後円.tnを含んでお 1) 、

湖内'のjli.tltll'，をはIIIした時、 n-8.1J'u:rがすべて前方後

円以を l基 (1時期)しか含まタいことが明らかにさ

れているのである.すなわち、糊凶!1l!;"}jに現({、 ~t よ

リ、極itJt.llJ~i嶋、務組町結晶恥i.tl'l.、向島町嶋治命・...t..'Pt 

Rigif刷、志賀町知念大高弘山お崎、 ~m:作 EI 山が氏、 t震
考詩作自1氏本ノ陶器計日・山肌大jIlrli息子llJ古焼、

大.lt ，lm~:~市街紳H:裏山I1i続、 11m持集ドlllJ "n療、国分

);;..t試811¥の総計10>>;のllii万1表向術、 1表方tt¥が知られて

おリ、よIIらのi.-.tJ'tカ'-，a行してi1l鋭・3れたことはなく、

順次Jb.則的，.形成されたものと縦浴されfょのである。

1す-t..な.わち、 i湖締附i附}均叩q引j地也}jの各，小lト、J地&J峨l也量l汁1"1ηn反毛lはまれjl，iJill 

じて似11削l制リとして 1，皮史しカか、1的l狗IlJiパ1後企剣lド刊I円l‘ 後 )j!Il を j~ る製機

会与えられなか勺たようであリ、しかも、 jJj境鮮の形

成は、後1111，'，.1貨を除いて必ずや前)jf豊川tJlか後}j涜、

あるいは帆:，Ul式古川から~ìiiが開始され、 r~)Jlから

始まるものが(1-(1:しない ζ とであろう.このため、あ

る.燥聞の首長が腕m金円償金J二位の線i札この場合芙

.fOψl延より脇与されようとし f二時、先1:他の集団首長

がすでに1拘万後円績をき寝返していれば、この縄問首長

li前方後円刷をiEることが/11米ず、とリあえず帆立貝

式内t貨を務iZiし、古墳tf.形成金12.められていたのでは

ないかという関係が判明して与にのである.

ニのため、ょのような 8.1貨の簸追従慌の蛤理を泉古

峨#rl.:.あてほめるならば、まず、(1にilらの古J1tl宇中

段初t.:.~提出をみた -8.1IHt 、 n火J1 J .lft (東紹子塚)や前

1ii量刊.tn(.ijl.?itlt>ではな〈、まさし〈制l.!l貝式古
ttl(両院-rJ<<)であったろうよとである.タぜなら、

市.tI'W部地の開始に!可決はあリ{場合いし、ょた、前万

後111.1ftのi立殺を扱初とす..IL 1:rtJt. v.1l式市川治労の契機

は火9・i>Hるよととなろう.

(2) さらに、以内偵仰の作l長のtt-rnを!Pt洲川iA繊の

絶対(t!j'予備I]'.(J:!:とみるべさで li~・〈、少な〈とも現m

rlllll~.f'洲 IIß域内側、Ij の仏・ぬI'ij内の中心的行 iをとぷ備す

べきである.なぜなら、 t凡な民式ilj1Jlである前紹子械

が遣られた時点に、すでにニの1f1J町l!ll野洲m!内にlilIIl

方後円績が他1昼間の行廷のむとで造営されていたとみ

るべきだからである.それらの-6'・1ftにli、'fiOの官ノ

4業手i境{前方後円演)や野洲町の火倉、米]:tIJ、組前

塚、来*町の亀獄、 )Il塚、坂位、 i;q!tili山得・ト一 号滅、

Efl~薗I む唱の為的Jil金円.tnが政治するでJうろう.この

絶域の前方後円.t(tn f+:が、 1渇都内に初出するj也知Eを順

次持砲 1)されていたと 」与えられるからである.

次に、 2~志の t量制古績について j伝子触れて必ょう.

泉古検針J; よびそれにmlll.したポノ院~-，Iítlt"1':' j，い

て、その後期有機敏がきわめて少タい ζ とは先に触れ

たとニろであるが、木ノ i制 ðttt~lについては;たのが突

が判明している. f {，:わち、本ノ |羽のm量1・あるJ))(.本

日tf事IH.L峻!付から 1材、火太 ・滋.l'1'にかけて多数の後

WWfl.級以が知lられているが、そのいずれもが、 JF)jI移

プランでねi返りの強い枠外{，: t純火 .l~イ 1 衡の榊i立を 11す

ることである. とニろがこの桃iaからは、機総指・すな

わち古.I.nの訟が r学ぬからの渡米人J でl卓会いかと後

定されるのである.

とすれば、本ノ悶の倹穴式有311ニ期するむのは，~

隠の'(f;日 IlJi*i.l食ttrlllニしかな〈、 J，そら〈水ノ附11'・u
家族の多数1:1， liiJt災関係をなすこの終日山に織穴式{I

2貨を築.i1iしたものと指向し得るのである.

問機会ニと l阜、ニのJitの市tft:孝の地f干にもあてはま

るのでは4よかろうか tなわt，.ニの1誌の1討内i.'.1'紛i
川をはさんて討XIII があり、ここに攻。~ 1∞却をニえ

る後則市績が知られている . ょの811\e~I:1s.見 (I~行政的

に111fl凶町に属しているが、山の1肴1i干W.水口町納入

の人々である.ニのニとから L I1IJ際 ~(bll <、勺時にわ・

いても、このJ也 1ニ，Ii取を集i孟した人々は、町、人 1肋，.~周

辺の人々であリ、 i~í J也 1ニ専制m 主の鯵)J :t'l足 J~ ttを4・

していた 11'可人の汁民のみは、永の Ji.:.陣地{ニ.日1)側{ニ誕y，lt
晶をボ均たとみなずべきであろう。

がi人 111 の~If!l!J白色、』誌の，1，tnltf'と イ本として巧・えた

場合，-.水11の問視 hたSIi代史の 駒が;'1びあがって

ζ ょう (')t. IIII~'ド)

野洲川流域における首長基一覧

iI 
2・名 耳慣 形 会長{ー) 出 土 iI 物

"1'側冒f天王 111古繍 前Jji主円境 勾五i、 ft~(ιiH :

~~町亀板前項 附 Jil量円2貧 (65) 餓(1而)、刀、ニt.n
匁l米圃I'A':R:.)'大級趨'6'1貨 Iforhi量円繍 (75) 餓(2由)、勾:.li、等性形石製品、刀.剣、銀叩

照東.r山王子4ヒ谷11号繍 ll~ゾiÎ量門JJt 餓(1 j川、鉱火形;U(5偲)、鉄製品

:'{i 脇町向ノ段 l古羽 1111 Ji{iPIJ貧 52 刀、制

水 11 111 政局日~吉積 前方後円』貧 (66) 

泉旅町rH.胤輔副省高a 前m量111ts

Jf納i町.，向調低音繍 Ifolm量fll"貧 61 

tt測町火..古.1. IW Jil量同境 35 

IJI賀町 n li~ ';5繍 .1， )i!量川崎直
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